



























































































































































































































































































名　称 給水開始年月 給水人口 1日最大給水量 水源の種類 位　置
和光寮 昭和13年8月 400人 60㎡ 深井戸
挙母市下市意
囁O山8番地
前山社宅 昭和14年4月 1，250 180 深井戸
挙母柵下市場
囁O山21番地
清和寮 昭和15年1月 420 60 深井戸
挙置市下市場
嚮ｳ恐山7番地
平山社宅 昭和19年10月 230 85 深井戸
挙母市下市重
囎ｽ山1844番地
三満多社宅 昭和21年4月 830 150 深井戸
挙母市山之手
嚏ﾛ山30番地











































































































































































































































































































































































































































































































36年度 37年度 38年度 39年度 40年度 41年度 42年度 43年度 44年度 45年度
需要量 8，500 9，500 10，000 14，000 15，000 16，000 17，000 20，000 21，000 2黛，000
指　数 100 l12 l18 165 176 188 200 235 247 259
注1、需要量の単位はトン／日であり、指数は昭和36年度を100とした数値である。
　2．　『豊田市水道史』p。184の「表3－3工業用水需要の見通し」よりトヨタ自動車工業の本社工場の部
　　分を引用した。なお、他に、本社工場の周辺に立地する関連会社の絹傘製作所、豊田コンフリー
　　　ト、日本電池トヨタ充電所および’ド山地区工場の工業用水の需要予測が示されている。
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　そこで、豊田市は、矢作川に架かる「鵜の首橋」の上流にあたる右岸側に竜宮浄水場を設け、
2つの取水井戸を掘って矢作澗の伏流水を取水し、給水能力は1日10，000トン（：最大）．その半
分をトヨタ自動車工業の本社工場に工業用水として送水することが計爾され、昭和38年3月に認
可を受けた。これが東部⊥業用水道事業の開始である。そして、昭和39年5月1日に、1日当り
3，000㎡（3，000㌧）の工業用水を供給する契約で、トヨタ自動車工業の本社⊥場に直送給水方式
で給水が開始された。総
　なお、「豊田市水道史』は、このときの建設工事について、その費用は、この工業用水はトヨ
タ自動車本社⊥場への専用給水であることから、「総工費1億3，000万円のうち1億円をトヨタ
自動車が豊田市へ融資する形」87をとって賄われていると、付け加えている。しかし、それが、
トヨタ自動車⊥業から豊田市に「融資」されたというのである以上．その資金融資は．何らかの
形で、必ずまたトヨタ自動車工業に戻ってくる資金であるはずである。したがって、それは、決
して、⊥業用水道の建設⊥事費用を、トヨタ自動車⊥業が負担したことを意味するものではない。
　以上にみてきたように、元町工場でも、本社工場でも、トヨタ自動車⊥業の工業用水は、自給
の地下水に加えて、その増加する需要を．矢作澗の伏流水を豊田市⊥業用水道によって補給され
ることになったのである。そして、トヨタ自動車⊥業は、この豊田市工業用水道に大きく依存し
ながら、量産体制を推進していくことになる。
　そして、一方、豊田市は、トヨタ自動車工業の工業用水の需要増加の進行に合わせて、供給体
制を常に維持していくという極めて重大な役割を担うことになった。しかしながら、昭和40年置
後半にもなると、豊二田市工業用水道の水源能力と給水能力は、トヨタ自動車⊥業の工場が要求す
る工業用水の需要にもはや対応しきれない状態へと急速に近づいていたのである。
　さて、昭和40年、国営の矢作川総合開発事業は、矢作川上流で多目的ダムの建設工事に着手し
た。そこで、愛知県は、「衣浦臨海⊥業地帯に対し、50万㎡／日の工業用水を供給する計画の画
三河⊥業用水道事業は、県営事業として、昭和40年に通商産業省に対して事業採択を要請した。」
87のである。そして、このとき、愛知県営の西三河工業用水道事業が始まったのである。つい
に、昭和45年3月に矢作ダムの本体⊥事が完了し、湛水が始まった。ダム完成は翌46年3月であ
る。
　ここで、トヨタ自動車工業は、昭和45年11月、愛知県に対して、矢作ダムを水源とした工業用
水確保の要望を提出したのである。なお、この昭和45年4月には、トヨタ自動車⊥業は、元町⊥
場、高岡⊥場に続いて、第3番目の乗用車専門⊥場である堤工場が完成し、年産200万台の量産
体制の確立に向かいつつあった。
　豊：田市もまた、翌昭和46年5月に、西三河内陸⊥業用水道事業の早期実現を県に要望し、同年
11月にも．西三河内陸⊥業用水道事業の早期着工と⊥業用水の早期供給を陳情した。
　そして、ついに、昭和49年の豊二田市工業用水道事業経営方針によって、豊佃市営の工業用水道
28 東海学園大学研究紀要　第17号
事業は昭和51年度をもって打ち切り、昭和52年から愛知県営の西三河⊥業用水道を導入する予
定であることを示した。認実際は、愛知県の⊥業用水道の敷設⊥事が遅延したために、豊田市⊥
業用水道から県営西三河⊥業用水道のへの切り替えが、昭和53年5月まで先延ばしされることに
なった。
　すなわち、豊田市は、「将来のトヨタ自工の発展を考えると一般の上水道以外に工業用水も不
足して」器おり、「日量1万㎡の工業用水を2系統で供給してきたが．今後の需要増を勘案する
と県の工業用水を導入することが望ましく、豊田市工業用水道の廃止が考えられた。」⑨。そして、
豊田市⊥業用水道事業は、昭和38年の事業開始以来15年間、トヨタ自動車⊥業の本社工場、元町
工場、住友ゴム名古屋工場、キユーピーマヨネーズ挙母⊥場の4つの工場に工業用水を供給して
きたが．その事業を昭和53年6月で廃止し．工業用水の供給事業を愛知県西三河工業用水道事業
に引き渡したのである。
　なお、豊田市が通商産業省に提出した工業用水道廃止理由には．次のように書かれている。
「余剰水は地下水（自由面地下水）であり、需要増に対して受入れができず、各社〈敷地内〉で地
下水を汲み上げて増量し需要に対応してきた。
　市営⊥水より供給を受けている企業も市上水・自己水（地下水）で対処している企業もともに
安定した供給を考えていて、国や県や市町村は．西三河内陸⊥業用水道の必要性を訴えている。」
　以上のように、豊田市工業用水道事業は変遷を辿って、その役割を閉じたのである。ただし、
このことが、画三河⊥業用水道事業の給水区域を、衣浦臨海⊥業地帯だけでなく、西三河内陸工
業地域にも拡大することになったのである。そこで、内陸工業地帯の中心に位置する豊田市域に
おける西三河工業用道の給水状況をみると、次のように進められていった。
　すでに、一足先の昭和52年度中に、トヨタ自動車工業の高閥工場、荒川車体、アイシン精機新
豊⊥場、高丘工業には．画三河⊥業用水道から給水が開始されている。そして、昭和53年5月に、
豊佃野⊥業用水道に代わって愛知県西三河⊥業用水道事業が、トヨタ自動車工業の本社⊥場と元
町⊥場だけでなく、上郷⊥場．堤⊥場．またトヨタ自動車の関連企業の⊥場である住友ゴム．小
島プレス高岡工；場、フタバ産業緑工場、白木金属、堀江金属、中央精機、豊田鉄工、大豊二工業本
社⊥場．三五豊田工場にも給水を開始した。さらに．昭和54年度の給水先は、小島プレス本社■1
場、豊：田鉄工団地、大豊：⊥業細谷⊥場、旭硝子である。轡1
　ところで、この西三河⊥業用水道の水源は．矢作澗の上流部に建設された矢作ダムである。こ
の矢作ダムは、洪水調整、発電、農地灌概に加えて、西三河地方の各都市に1日：最大32万㎡の
水道用水、衣裏臨海⊥業地帯及び西三河内陸⊥業地帯に1日50万㎡の⊥業用水を供給すること
を目的とした多目的ダムである。それは堤高100mのアーチ式コンクリートダムであり、その建
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しずら　せ
設地点は．当時の地名で記すと、岐阜県恵那郡串原村閑羅瀬（右岸）・愛：知県東加茂郡旭町大字
閑羅瀬（左岸）である。そして、この矢作ダム建設で水没した民家は、愛知県側の旭町で108戸、
トヨタ自動車の創立期に見る挙母工場の立地要因（皿） 29
岐阜県側では串原村67戸、上矢作町2戸（他に2世帯）の177戸であった。92そのとき、農地
も山林も、いままでのすべての生活基盤が失われた。今は．ダム湖（奥矢作湖）の右岸に「望郷
の碑」が建っている。ここが、西三河工業用水道の水源地なのである。
注
1　トヨタ自動車工業の「設備近代化5ヵ年計画」の経緯については、トヨタ自動車工業株式会社社史編集
　委員会編「トヨタ自動車20年史』1958年，p360，　p。409，　p。420　およびトヨタ自動車工業株式会社社史編
　集委員会編『トヨタ自動車30年史』1967年，p332　を参照のこと。
2　『トヨタ自動車30年史』p．342．
3　「トヨタ自動車20年史』p．480．
4　『トヨタ自動車30年史』p。484。
5　同書，年表のp．862，p。864　を参照のこと。
6　同書，p．606の「第53図　昭和42年11月末現在の工場配置図」を参照する。また、工場配置図はトヨタ
　自動車工業株式会社社史編集委員会編『トヨタのあゆみ』（1978年）のp328（堤工場），　p381（明知工場），
　p．465（下山工場），p．468（衣浦工場），　p。532（事業所の配置図）にも示されている。
7　　i司書，　P．467．
8　同書，p。590。
9　同書，P．591．
10　　i司書，　p．598．
11　同書，p。598。
12　豊田市教育委員会・豊田市謡言さん専門委員会編『豊田市史四巻　現代』豊田市，1977年，p。501、
13　トヨタ自動車株式会社50年史編集委員会編『創造限りなく　トヨタ自動車50年史』1987年，p。590．
14　『トヨタ自動車30年史』p．606、
15逢妻史跡研究会編『逢妻の史跡』1997年，p。76，　p．79、
16　トヨタ自動車工業株式会社社史編集委員会編「トヨタのあゆみ』（40年史）1978年，p。329．
17　同書，p381．
18　同書，p．465．
19豊田市教育委員会「はばたく豊田』（中学校社会科学習資料）2002年，p，地41の図「部品とつくられた
　製品の流れ」の高島屋隠撮工業の例を参照した。
20　刈谷市史編さん編集委員会『刈谷市史第四巻　現代』刈谷市，1990年，p。387。
21　愛知県営水道・工業用水道三十年史編さん委員会編「愛知県営水道・工業用水道三十年史』愛：知県企業
　月豊，1993年，p．520．
22　同書，p．528の「図4－15西三河工業用水道事業一般平面図」を参照した。
23　同書，p。520．
24　豊田市水道君臣さん委員会編『豊田市水道史』豊田市水道局，1993年，p．37。また、トヨタ自動車工業
　の「福利厚生施設の分布図」（昭和33年6月1日現在）が『トヨタ自動車20年史』p．778に図解されている。
30 東海学園大学研究紀要　第17号
25　前掲「豊田市水道史』（1993年）　p。8．
26愛知県開拓史研究会「愛知県開拓史　戦後開拓地区誌編』愛知県，1978年p．379．
27　枝下用水は、矢作川から水を引いて農業に使おうと、明治17年（1884）に、越戸、荒井、花木の三村と
　県の出資で工事が始まったが、途中で中止となった。しかし、その後、明治20年（1887）から、滋賀県出
　身の西澤員藏氏の資金援助で工事：が始まり、苦心惨憺して用水路が築かれ、農家は豊田市の台地のしに水
　田を切り拓いた。いま「偉なるかな疎水業」の碑が、三水湖（越戸ダム）のほとりに矢作川に向かって建
　つO
　　i司書，P．379．
　　前掲『豊田市水道史』（1993年）pp36－7．
　　同書，pp。89－96を参照した。
　　同書，pp39－55を参照した。
　　同書，pp．55－65を参照した。
　　同書，p．64．
　　同書，p．64，　p．150を参照した。
　　同書，pユ50．
　　同書，pユ50．
　　同書，p．159，　p。160を参照した。
　　同書，pユ50．
　　同書，pユ55．
　　i司書，p．160．
44
同書，pユ59．
同書，pユ63．
「トヨタ自動車30年史』p．467には、次のように、4項目の元町「工場立地条件」が記されている。
《工場立地条件》
1．挙母工場（現在の本社工場）の北西約2。5k欝の高台にあり、距離的にも、挙母工場と合わせて集中
　管理が可能である。
2、近くに名古屋鉄道三河線の十橋駅があり、交通の便がよい。
3．東海飛行機挙母工場の跡地であるので、鉄道引込み線用地、建物および工作物（高架水槽、防火貯
　水池）は改修のうえ、そのまま利用できる。
4、農地への影響は比較的に少なく、所要面積を求めることができる。
『トヨタ自動車30年史』p208を参照した。
なお、昭和17年8月17日の設立時には、社名は東海航空工業株式会社であったが、それが愛知航空機株
　式会社の協力Tl場名と同じであったため、昭和18年3月19日に設立登記にあたっては、社名が東海飛行機
　株式会社に変更されている。
45　昭和12年8月28日［制定の「トヨタ自動車工業株式会社定款」の第一章総則第二条で「当会社は次の事業
　を営むを以て目的とす」として、6項目を記している。
　　1、自動車の製造販売
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　　1、製鋼製鉄其他精錬の業務
　　1。航空機並に紡織機及一般機械の製造販売
　　以下3項目は略す。　　　　　　（『トヨタ自動車20年史』p．738による。）
46　『トヨタ自動車20史』p。188．
47　「トヨタ自動車20年史』p．188．
　　なお、同書のp．187に「『空ののみ』機とAA型乗用車　昭和14年、衣ヶ原飛行場でのスナップ」とし
　て、1枚の写真が掲載されている。ただし、ここに写っている飛行機は「空ののみ」機（フランス製1人
　乗り軽飛行機のPuce　du　ciel　「プウ・デュ・シェル」）ではなく、「フロートを車輪に代えた海軍払い下
　げの一三式練習機」である。
　　この「プウ・デュ・シェル」機の写真（写真2羽田飛行場で公開飛行の「プウ」）は、天野武弘「豊田
　喜一郎の航空機研究とその遺産」（中部産業遺産研究会主催のシンポジュウム「日本の技術史をみる眼」
　第25回講演報告資料集，（2007年2月24日）pp．99－110）のp．1001に載っている。また、　p．105には『20
　年史』と同じ写真（写真6衣ヶ原飛行場での一三式練習機とAA乗用車）を載せられている。
48　熊崎惣次郎（朗）氏について、当時の挙母町の地方紙「加茂時報」は、「名古屋市東区宮町1町目在住
　の飛行士熊崎惣次朗」、あるいは「名古屋市八事山住、民間飛行家熊崎惣次朗氏」と紹介している。また、
　この熊崎惣次朗氏の名は、『三好町誌』第一巻（p．541）と第2巻（pp．544－556）に「熊崎惣二郎頒徳碑」
　としてみられるのである。この碑は、「名古屋市外八事熊崎惣二郎氏」は、現在トヨタ自動車明知工場が
　立地する八和田山（熊崎山）を農地開墾した人物として称えたものである。なお、「熊崎惣二郎頒徳碑」
　は2箇所にあり、一つは三好下公民館（みよし市）に、もう一つは八事の興正寺境内に建てられている。
49豊田市郷十資料館編「豊田の礎を築いた中村寿一伝』1998年，pp35－49および豊田市のあゆみ調査会
　編『豊田市を先駆けた人々挙母と寿一と喜一郎と』豊田市教育委員会，2003年，pp。67－94を参照する。
50　『豊田の礎を築いた中村寿一伝』（1998年）pp35－49を参照。
51豊田英二「決断　私の履歴書』1985年，日［本経済新聞社，pp。112－114．
52　アイシン精機株式会社社史編集委員会『アイシン精機20年史』1985年，pp．207－209参照。
53　『トヨタ自動車30年史』p．471の「第1期工事完成直後の元町工場全景」写真およびp．477の「第2期
　工事が完成した当時の元町工場全景」写真
54　江坂俊吉編『深田山』深田山自治区，1983年，pp．60－61，　p．58の写真。
55　同書，p．47．
56　前掲「豊田市水道史』（1993年）p。8．
57前掲『豊田市水道史』（1993年）p．179．
58　同書，pユ79．
59　「挙母揚水」については、挙母揚水十地改良区編「挙母揚水圭地改良区のあゆみに』（1982年）を参照
　する。また、前掲『愛知県開拓史　戦後開拓地区誌編』（1978年）p384にも「挙母用水」の写真が掲載が
　ある。なお、名称についは、「挙母揚水」と「挙母用水」の2通りの表記がある。
60　前掲「愛知県開拓史　戦後開拓地区誌編』（1978年）p．380．
61同書p．379．なお、pp．380－381に各工区の地図が掲載されている。
62　同書p384．
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